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鬼北ｙ長泉集落排水本業経営戦略

団体佑： 鬼北ぢ

ぬ営企業法： 非適用（令加 ５年 ４１ １日 一部法適篦予 定）

専業佑： 農業集落排水粤業経営戦１を

策定年ｙｘ： 平成 ２９ 年１１

改定年｜ ：令加４年３１

計雨期笥 ：令和４ 年度～令和１３年度

１　 経営戦略改定の趣回

鬼北 Ｒ］‘で は、 下水道（農業集落排水）サービスの提供にあ要な施設の老朽化 に伴 うｙ新投資の増

大や人口減侫に伴 う料金収入の減少等に より 農業集落排水事業をめ ぐる経営環境は年々厳 しさ を増

しています。

この よう な中、平成２９年 １１ に「鬼北罵農業集落排水事業経営戦略」 を策定し、将来にわたって

住民生活に必要な下水道サービスを安定的に継続する ための取 り組みを実施 して きま した。

鬼北Ｆでは、 より 細かい経営分析に より 経営の効率化 と合ミイヒを図り 、事業を安定的かつ持続的

にをめるため、令和５ 年度にを営を業会計に移行する予定としてお ります。 より 詳細な経営戦略に

ついては、悵営を業会計移行後に改定するも のと し、 今回は、 前回策定からの状態乖離の修‾Ｅに重

点を置き経営戦略を改定します。

２　 経営戦略の基本的な考え方

現状 と課題の把握

Ｃ）施設のｔ朽化

Ｃ）経営状況の分析

Ｃ）利用人数の見通し

計画期間

１０年

経営戦略の策定

＝う　　 ○投資計画

○財政計画

Ｏ取組方針の決定

ロー リング

５年

ギ

ＰＤＣＡ サイ クル

計画　→　 実施

（Ｐｌａｎ）　 （Ｄｏ）

↑　　　　　．↓

見直し←　検証

（Ａｃｔｉｏｎ） （Ｃｈｅｃｋ）

（１）計雨期愾

計画期間 は、 中長期的な視点か ら令和４ 年度 （２０２２年度） から令和 １３ 年度 （２０３ １年度）の

１０ 年に設定 して いま す。

（２）Ｉ扠支均衡 （投資・ 財政計画）

将来予定 している事業を戛えんだ上で収益的収支にお ける純利益が黒字にな るよ うに計回 して

います。

１



３　 事業の現況

（１ ）事業の現況

農業集落排水事業は、 平成 ４年度か ら平成１９年度ま でに計６ 地区の整備を奥ま しま した。

また、令和３ 年３ １までに処ミ場の統合 ・縮／」 ヽ・ 廃止や七城化 ・白馬回イヒ ・最適化については

実施していません。なお、 西部地区において、個人浄化槽 １ヶ所を整備しており 西部地［ｘの

農業集落排水事業の一豫と して維持管ミを実ましています。令うＦ口２ 年度から令和 ５年度にか

けて、施設のｔ朽化対策工事を実施しています。 また、地方公営を業法の一部財務規定等適

篦については、令和５ 年４ ｊ１ 日に予定しており ます。

①施戮

農業集嘉排水処　　 供ｍ開始年１

ミ施設地区名

新田 地区　　　 平成 ４年 ６Ｊｉ

万部ｔＲ

清水ｔ区

奈良鳬区

幸目 地Ｅ

川口 地区

６処を場全体

平成 １３ 年１ ０１

平成 １５ 年１ ０　Ｊ４

平成 １８ 年１ ０　ＪＩ

平成 １９ 年１０　ＪＩ

平成 １９ 年４ ＪＩ
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※新田・ ＪＩ Ｉｏ ｊ自区は、令ｉ口 ３年度の改修工事でＭ！１１場のＭき能力の適ｉＥイヒを はか り、 計画人口 を変更しました。

②使ルｊ料の料を体系 （１ かｙＶツＸた りの使用料）

一般家庭ＪＴＸ使ＪＩ 料体　 「世帯割」の １， ９８０　Ｈと 「ｍ帯の人数割り 」人数ｘ＠６６０　ＦＩ の合計

‾鳧の概ま・ 考え方　　　基本的には１ つのぬＪｔ枡を１ 世帯と見なし金額を算定

業務ＪＩ］使１モ１料体系の　 「事業所割」 の３，９６０　ＰＩ と「亙積又は水道使ＪＩＪｉ等で算定した人数Ｊ Ｘ＠６６０

概要 ・考え方

その他の使用料体系

の概要・ 考え方

条叺上の使用料　 ｀％、１

（２０這）きたり）

ぞ匹３年度分を記

載

ＦエＪの合計

集会所は定額 １， ９８０　Ｐヨ

平成 ３０ 年度　 ３， ８６０円

令和元年度

３，８６０　Ｆ９　（９ ｊまで）

３， ９６０円 （１０大丿以

降）

令和 ２年度　 ３， ９６０　Ｐヨ

実質恂なを鴇料　 ・２

（２０　ｍ３ あた り）

ぞ驫＝缸 Ｓ年度分を記

載

平成 ３０ 年度　３，６４６ドｊ

令和元年度　３，９４３　Ｐヨ

令加 ２年度　４， １９１　Ｐヨ

奈１　 条例上の使ＭＩ料 とは、一般家庭におけ る２０　ｎ？ 肖た りの使Ｓ料を いう。

を２ ・実質ＭＪな イた用れ とは 、使■料収入 の合計を 有鼈水ａ の台計で 除し た値 に２ ０　ｎｆ を乗 じた もの （家庭用 のみ では なく 業務 丿目 を含 む） をいう

２



③組織

職員数

事業ミ営組織等

（２ ）民戛活力の活用等

Ｒ間恬用の状況

資皿篦の状況

３名

農業集落排水事業
特別会計

１名

農業集落排水 にＭする 業務 を１

名で実施

鬼北荊環境保全課

環境衛生係

ぬ共浄化槽等を備
推進事業特Ｚ Ｉ」 会計

１佑

ア　 民回委託 （む括的民間委託含む）

イ　 指定管ミ者鸚度

ウ　 ＰＰＰ／ＰＦＩ※

ア　 エネルギー利用

（下水熱 ・下水汚Ｅ・ 発電等）

イ　 土地 ・施設等利用

（未刊篦土地 ・施設の垢罠等）

その他

１竡

維翕管ＪＩ（ ６Ｊ加区）、 水質検を （６

地Ｋ）、 ｔ気保安 （２ ＪＩ Ｋ） 、翕防

点検 （１ 竟区）を民間委託 してい

ます。

現在のと ころ予定はあ　 ません。

現在のと ころ予定はあ　 ません。

今後検討していき ます。

今後検討していき ます。

※Ｐ　Ｐ　Ｐ　 （Ｐｕｂｌｉｃ　 Ｐｒｉｖａｔｅ　 Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ） とは、ぬミル施設等の建設、維持管理、 ミ営を行政とＲ

間が連携 して行う こと によ り、 民間 の創意工夫等 を活ＪＩ］し 、財政資金の効率的使用や行政の効率化

等を図る ものであ り、 指定管ＪＩ者制度や包括白ＩＪＲ間委まＩＥ 、ＰＦＩ など様々 な方式があり ます。

※Ｐ ＦＩ （Ｐｒｉｖａｔｅ　Ｆｉｎａｎｃｅ　 ｌｎｉｔｉａｔｉｖｅ）と は、 ぬヨ湊施設等の建設、 維持管ＪＩ、 運営等を民回の資

を、 経営ｔ力八び技術的能力を活力１し て行 う手法。

３



（３ ）経営丿七較分析表を用いた現状分析

鬼北回Ｔホームページにぬ回している経営Ｊｔ較分析衷に基づき考察します。

※棒グラ フ： 鬼｜ヒぢの実績値　折線グラ フ。：類似篦体の平均値

収益的収支比率（９６）

１０ ０． ５０

１０ ０． ００

９９ ．５０　 －　　－

９９ ．（Ｘ）

９Ｓ．５０

９８．００

９７ ．５０

に１
１やｉｌ＿９９・ ９＿

－

娃十ネ
－－

０２　　　 ９８ ．６４

←

一

匹

収益的収支瓦率と は、 「総収益 毎（総費用十 地方債償ぎ金）Ｘ　１００％」に より 算胝される

ものです。こ の値が、 １００％鉢上であれば健をな経営と 言われていま す。

鬼北ぢでは、 一般会計から農業集落排水事業への繰ｍ しを実施 していま す。 人口密度の低

い過疎地域で 自立 しか経営を行 うこ とは困難であ りますが 、各施設の一生涯のコ スト を抑制

し、 より 自立 した経営を目 指す必要があ ります。

１０ ０． ００

９０ ．００

８０ ００

７０ ．００

６０ ０｛｝

５０　００

４０　００

３０ ００

２０ ０｛｝

１０ （Ｘ）

０． （Ｘ）

こト
～１ ＿．

”

－

一

一

経費 回ｊ４又率（９４））

一

一

’－

７４　５２
－一一

５５ ．３２

－

Ｈ２ ９　　　　 Ｆｔ３０
－回－・　　　 Ｓ－←－

６０ ．８ １　　　 ６７ ．２９
－

５９ ．８０　　　 ５７ ．７７

一一

一

応ＩぺＳい

経費回鼈率と は、 「使篦料収大子汚水処ミ費Ｘ　１００‰」により 算芭されるものです。

使夕目料鼈大で汚木勵え費の何（悵）を賄え てい るかの指標で あり 、こ の数字が高い ほど 良いと

されます。

鬼北Ｆは類似団体 と瓦較す ると 、商い値では あり ます が、 経費の回収率が望ましいとさ

れる １００倣）には到底及びません。

使用 人数の減少に よる使用料収入の減少や棣器のｔ朽化に よる 修繕費用 の増加が推測さ

れま すが、低 コス トで持続虱能な維持管ミを模索 し、 平常時で ８０ 幤） 賢、上に なる よう 努力し

ます。

４
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ｌｉＦ均値；
－

べ

一

一

Ｊ８
２９ ７　５６

２８ ３． １７

１５１水 処９１京 価（ ＦＩ）

”
一

一

Ｊ９

フゼＺ
２６ ３． ７６

－

Ｈ３０
一一一一

２７ ０． ９５

２７ ４． ３５

２７ ４． ４３

２７ ３、 ５２
一一一

２４ １． ２９

２７ ４． ９９

汚水匹。京価 とは 「汚水ＭＪＩ費（霸き管ＪＩ費）÷年間有取水２」に より 算范され るも ので

す。 この値が類似団体 とにヒ較 して高ければ、３６理場等の能力等が現時点で過大な もの となっ

てい る‾叭能性が 高い と言われてい ます。

鬼北Ｆは、類似回体と Ｊ北較し て、 平均白タＪな状態にあ りま す。 将来的には人 口の減少に伴い

年獸有旬、水まが減夕 していく こと が考えられます。 更新整備の際に、 現人口八び将来人口を

考慮 し、 施設の規模の適ｊＥイヒ等を図っていき 汚水処Ｊｌ費の低減に努めていきま す。

７０ （Ｘ）

６０ （Ｘ）

５０ ．（Ｘ）

４０ ．００

３０ 〔Ｘ〕

２０ ．Ｓ

１０ ．（Ｘ）

０． ００

施設利・率（Ｓ）

一一

Ｈ２８

３８ ．１０

６０ ．６５

－－

Ｈ２９

４０　８８

５１ ．７５

－

ｍ

４５ ．８９

５０ ．６ａ

－

ＲＯＩ
一一・ａ

４２　８４
一一一－

５０ ．１４

－

「－　・－－・・・・

Ｒ０２

４２　８４

５４ ．８３

施設利用率と は、 「晴天毀の汚水夕ａＪｌＪａ÷ 晴天時の汚水処き能力 ｘ　１００」 によ り算出さ れる

もめです。

施設利用率につい ては、類似団体と ま較 して も低い値 とな っており ます。今後が策を しな

ければ、 過疎化、 少子化に より さら に低下する‾叭能性が有り ます。３大なスペ ック とな って

いる むＪＩ揚があ るこ とが推測 されますので、改築の際に規模の見直しや規模に応じた機器の

整備を実施していきます。

５



ａ。 ００

Ｓ７．ａ）

ＳＳ．ｇ

Ｓ５　００
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１１ ．Ｓ
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水洗 ４ヒ 率（ ９も）
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匹
一

之
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一
口
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一
一

８６ ．５９

８４ ．７０

水洗化率 とは 「現在水臭便所設置済人口 ÷現在夕回１Ｘ区域Ｆ’９ 人口 ｘ　１００（Ｘ） 」に より 算ｍ される

ものです。現在処Ｊｌ区域内人 口の うち 、実際に水洗便所を設置して汚水をＭＪｌしている人口

の割合を示し ます。

鬼牝牡は、類似団体よ り水洗化率が若干高い状態にあ ります。
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４　 人口 の勤態と 事業環境

（１ ）過宍か ら現在ま での状況

鬼北Ｆ内の総人口攷び １世帯售たり の人数は、下図の とお り推移しています。

総人 口は減爆傾「覬が続いてお り、 せ常数については、１９８０年から ２００５ 年の国勢調をま

で横ばいある いは増加 し、 ２０ １０ 年い、降減夕 していま す。 １せ帯当 たり の人数が減夕 してい

るこ とか ら、 核家族化や、 単身ｔ常の増加に より ｔｔ常数が増加したも のの、その縦人口の

減夕 とと もにｔ帯数も減少 している もの と考えられます。

人口 （人）

２０，０００

１８，０００

３． ３６

１６，０００

１４，０００

１２，０００

１０，０００

８，０００

６，０００

４，０００

２，０００

０

５６０２

妣人 口とｔｔ！帯数の椎ｉＳ

３．０７

２．６７
ａ

‾こ１７４１３７０６１３ ｎ８ｎＬ ２４３７’‘
＿＿ ＿＿ －　 １１６３３

一一一

一一一

１４９　 １３３　 １２４

一

一

一

一

；ｌｊ

－

入社（人／Ｆ）

３．５

２．３２

一

一

３．０

２．５

９６８２　　２．０

１．５

４

－　－

ｌｌ ’　　　　 Ｉ　　　 Ｉ　　　　　　 Ｉ　　　　　　 １１

１９８０　８５　 ９０　 ９５　２０００　０５　 １０　 １５　 ２０

１．０

０．５

０．０

総人口

世帯数

世帯 当たり人数

（国勢調まよ り）

（２ ）将来の事業環境

①　使用人数 と料金収入の予測 につ いて

農業集落排水処塔１施鼈を整縦 した覽域において、使用人数と 使■料金の鼈入予測を実

施しまし た。

予測の為の条件

使用人数 ：国 カ：社会保障 ・人 口間題研究所によ る将来推計人 口の推定値を基に、現在

の集落排水禾｜Ｊ ＪＩ 人数によ り算定。 新規接続について は、 今回の予測には反

映していません。

使用料： 現在の料を体系で、使ルｊ 人数‾攷びｔ帯数が変動するも のと して算定 していま

す。
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ＲＪ１１ 料［万Ｐ］）

３， ６００

３， ５００

３， ４００

３， ３００

３， ２００

３， １００

３，０００

２， ９００

２， ８００

２． ７００

一

一

一

年愾使用料収入と １１ の使用人数　　使用 人数 （人）

一

一

一

農業集落排水使用料

←

－

－

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

←

一

一

一

一

使用人数

一

一

一

‾Ｔ‾’

一

一

一

‾ｒ‾

一

一

一

一１－

Ｒ３　　 Ｒ４　　 Ｒ５　　 Ｒ６　　 Ｒ７　　 Ｒ８　　 Ｒｇ　 Ｒ１ ０　 Ｒ１ １　 Ｒ１ ２　 Ｒ１３

２，０００

１， ８００

１， ６００

１Ａ００

１， ２００

１， ０００

８００

６００

４００

２００

０

使ＪＩ人数の滅に伴い、使用料収入が滅夕しています。令和３ 年度 と令１０ １３ 年度でた

較すると 、使用人数が ３４４入滅夕 し、 使用料収入が年獸約４８４ 万Ｐｊ滅夕す るこ とが予

測され、 将来的に厳しい経営状態になる こと が懸念されます。

②　 有鼈水ｔにつ いて

有旬、水ｔの予測については、 使用人数が減ればＷＳ、に減夕する もの とｇわれます。現

在の使用人数によ る料金体ヨ奈 では有取水量の予測は使只ｌ料の算定には影響あ りません

が、 上水道事業と 統合し料を体系を上水道の使用料に応じて徴収する従量方式に変更す

るこ とを検討する際には、 有鼈水まの将来的な見通しを考慮する必要があり ます。

③　 施設 の見ミ回し

農業集落排水Ｍ　　 供用 回始年ｊｌ

理施設地 ［乙名

新ｍｊ自ＩＫ　　　　 平成４年 ６ＪＩ

Ｒ部地ＩＫ　　　　 平成 １３ 年１０ｊｊ

清水ｊｉｌぷ　　　　 平張１５ 年１０　ＪＩ

奈良Ｍ！Ｅ　　　　 平成 １８ 年１０　ＪＩ

幸日∃ＭＩＥ　　　　 平成 １９ 年１０ｊ

ＪＩ Ｘｏ ｊ加Ｋ　　　　 平成 １９ 年４ Ｊ］

６タ１１９１場兔体

たｇ ・域 Ｐ９ 人口

（令和３ 年４ ｊ１

口現在）

８６

４０３

４１３

４８４

７４９

３５

２， １７０

計画人口

１５０→ １００

７２０

８００→３８０

５７０

１， ６００

１１０→４０

３， ９５０→

３，４１０

使・ 人数

（個人人数） 十（業務丿目 人数）

令和 ３年 ４Ｊ１１ 日現在

６
　

２
　

８
　

６
　

７
　

０
　
９

８
　

５
　

５
　

０
　

４
　

３
　
７

３
　

３
　

４
　

６
　
　
　
　
８

ｊ
Ｉ

中継 ポン プ楊

数

ｏ
　

１
　

２
　

９
　

８
　

１
　
１

１
　

１
　
　
　
　

１
　
　
　
　
５

管路延長

（ｋ ｍ）

８
　
３

１
　
８

６
　
９

２
　
７

－

１５ ．８

８
　
２

秦
　
　
ゆ

１
　

只
）４

農業集落排水処を施鼈は、 耐鴇年数を経戔した機器類もあ り、 メンテナ ンス を実縦しな

がら使用する必要があ ります。
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令和 ２年度から令和５ 年度にかけて施鼈の改修工事を実施 しています。 新ＦＥ］ 処班１楊や川

口かＪＩ場では、 施Ｒのき朽化や人口減ゆヽによ り適にに汚水の処をができ なく なる こと が懸

念される こと からか万ｎ水槽を更新する こと としました。 その際現状の使ＪＩ］人数を考慮し、

計画人口 の見直し、施設改修を実施する こと とし まし た。 清水処ミ場においては、２ つの

水槽を使用し汚水をめきする工程を １つの水槽で処をする よう 改造する計画です。その際

水の曝気や撹４牛に大きなエネルギーを使用する現処理方式か ら、 省力丿転ｊＴｔなりｍｊ＝ｊ式

に変更し ます。

新ｍ り｜ ｜口 ・清水の殱修を奥施し水質や維持管‾ｔの翫況を踏ま え、 き部 ・奈良・ 幸日］た

ｊｌ場の大規模改修が必要 とな った時期 に改修を実施 して いき ます。

また、西部と 奈良の処ｊｌ場については、Ｊｔ較的ｊｊと接した処ｊｌ場のため １つに統合するこ

とを検討 した り、 逆に分割 して管Ｓの総延長 を短 くす るな ど、 将来的に最適なを愾を検

討・ 実施していき ます。

管路や中継ポンプ場の改修について も機能診覧の結果にぷづき 実施 していき ます。

④　 祖織の見通し

職員数

事業運営組織等

２名
農業集落排水 に関する 業務 は１

名で実施

鬼北ぢ

下水道事業

農］霎集巻排水
部回　 １名

恆共浄化槽部
門　 １名

現在農業集落排水事業 １名 、なヨ挑浄化槽事業１ 名の体制 で事業を実施 していま す。 令和

５年 ４ｊ １日 に下水道事業として両事業を統合し、それぞれの事業はセ グメ ント分け し事

業を実嵬する 予定です。技術の継承の観ぷか ら考える と増員したｊモｉが良いも のの、経営戛

境・ 事業の規模か ら増員・ 減員は篤難である ため農業集落排水部門は実質的には現状のま

ま１ 名と 推測 されます。

５　 経営 の、从本方を卜

・回万十ＪＩ Ｉ上流域であ ると いう 自覚 と、 将来のｔｔｔｆｔに豊かな 自然を伝えていく とい う自覚

のも と水質保全に取り 組みます。

・パ リ協定を鑑み。二酸化炭素排出の削減と 水環境に祉慮 した施設の更新整備を実施 しま

す。

・環境に も財政に も優 しい施ほの∃Ｘ転 とＪ転方だの確２ｓ：ｚｌ。

・事故の未然防止 と、 異常 ・故障への早期］；けホ。
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６　 投資 ・財政計画（Ｗ攵計画）

（１ ）投資・ 財寡計画 （収支計画） ：ＳＩ」紙の とおり

（２ ）瓶資・ 財政計画 （収支計画） の策定に 肖たっての説りＪＩ

①效支計画の うち投資についての説慝

スト ック マネージメン トの考え方を取り 入れた計画の 中で、機械の数

ｓ　　　を削減す るこ とに より 故障 （Ｊｌ）発生 リス クを減ら しヽ ｍ持管珊１の簡素化’
目標　　　省電力化を図 り大規模改築等の時期に合わせて、 四。１Ｘ方式の変‾ｔ々 処Ｊミ

場の規模の変更も検討 し整備を実施 していき ます。

②主まな投資の内容等

最・ま備構想の結栗を踏ま えてや１０２ 年度から令手口５ 年ままで苟鴦工事を実施してい

ます。「清水ＪｔＫの改修‾ｋび処を方式の変更」、 「奈攷・ 清水」き区のマンホールポンプ楊等

の獵信装置の改修」、 ［奈良・ 幸日］ＪｔＫのマ ンホールポンプの改修」を予定しています。

主な事業の概要

事業佑繁ヽ 等

‾筝業奥崔Ｗ計委託料

・万邦地区マンホールポン

プ４無線通イき装置改修工事

・新ｍ農業集嘉排水処き場

施設改修工事

り｜ ｜口 農業集落排水冕を場

施鼈改修工事

ミ報装置取替 工事

清水処ミ場改修事業

・清水マンホールポンプｊ奈

無線３イｔ装置改修工事

・奈 良・ 幸日五１ 地区　 マンホ

ールポンプ改修工事

事業期間

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

本業費（千Ｐヨ）

８， ４６８

本戔の内容

ｉ！報装置のだ新

６５ ，０００ （概算） 新ｍ り｜ ｜口 ＭＳ

場の水槽改修工

事・ ・報装置の

ｊｌ新（奈良 ＭＰ

八び新Ｆ日・ 川口

Ｍ１１場）

水中エア レータ

１４，０００ （概算） －か ら微細目散

気管装置への変

更

・通報装置の更

２０ ，７ ００ （概算）新

・ポ ンプのタ１新

※事業費には、設計費、事務費等は含まれていません

１０

事業 によ る効果

ポンプ場 の異常を 的確

にお１り 、異常時の年期対

心と ・絡 体ｔ回の 殱善が

図ら れる。

・安定し た水ＭＷの実施

・ポンプ場の異常を的確

に知 り、 異常時の 年期対

心と 、４絡体鼈の 改善が

図られる。

勵叉方式の変 更に よる

二租化炭 素排 ぶ帖減と

更新整備 毀に おけ る費

篦の 肖Ｉ』減

ポンプ場の異 常を 的確

に加 り、 異常時の哢期筒

にと 、雀絡体蝸の燉善が

図ら れる。



③今後の検討数題

肖ｔｉ厳しい財政状態が続くこ とが予想されていますが、 「人 口減爆社会による対応」、

「防災・ 衛生 ・安を：が策」の面で強靭化を 回っ てい くこ とが今後 の氛題と なっ てい ます。

・人 口動 ［白］を踏ま え、 兇を場の統廃合の検討 （西部麑区と 奈良地【Ｘの統廃合】

・Ｍき場ごと のスペッ クダ ウン と運転方法の変更

・水質検まの項目 ・回数等の見直し

・災害に備えた道具・ 工具類の整備 と備蓄■ （７Ｅｉｙ・ 燃料等につい て）

・停電時の処‾ｔ楊八びマ ンホールポンプ場の４源筒策

④収支計画の うち財源についての説明

目標　　　　 経常白乍こ支 范さ れる 汚水処ミ費ルｊに対す る使用料収入がおおむね１００ 倣）

程度 とな るこ とを 目指 しま す。

財加、積算の考え方

主な財源の積算ｊモｉ羝については、次のと おり です。

Ｏ料金収入

財源を確保するために農業集落排水使Ｊ≡目 料を改定 し増収を筑る手段もあ ります

が、 人口 減争社会で人 口減少を加速 させる恐れがあり ます。数年かけて ランニング

コス トを低減 し、 水道事業との統合等の案件を踏まえ、使用料の改定については慎
ｌ

重に筒応すべきと 考え ます。

○下水道事業債

建鼈改良費（施鼈の大規模改修等に要する資を） に充てる ための下水道事業債は、

世代間負担のな平性に配慮し計画しています。

○繰入金

これまで一袷、会計が負担すべき経費（高度処を費・ 分流式下水道等に要する経費

等） については、 基準内繰入を行っています。基準ち繰入で賄えない分については

基準夕ｉヽの繰入 を実施し ています。基準外の繰人台が増加しない よう 、ラ ンニ ングコ

フ、 トの低減 を回 りま す。

ｏｍ （都道府県） 補助を

計画 している事業のう ち、 国庫補助事業のメ ニューに該肖する もの は、 国庫補助

金の交付 を受 ける 計画 とし てい ます。ま た、 事業の実施に あた り下水道‾莓業債 ・過

疎筒策事業債 ・ぬ営を業会計適Ｊ４１債 を借入す る予定と していま す。
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⑤収支計画の うち投資孤タトの経費についての説ｒ！１モＸ

投資八タトの経費の積算の考え方等

民間活用 に関する 事項

（四疆を、鶚定慟ミ慝鸚度、ＰＰＰ／ＰＦＩ など）

職員給与費に 関す る事項

回Ｊ力費 に関する 事項

薬品費に関する事項

修繕費に関する事項

委託費に関す る事項

その他の投資八夕卜の経費に関す

る事項

他自治体の先進的事例の調をを行い、民間活用による

メリ ットデメ リッ トや、責任の所在等もまみ、民間活用

を検討し ます。

農業集落排水に従事している職員は １名 であ り、 令皋］

５年度に浄化槽事業と の統廃合も予定されていますが、

実際に農業集落排水事業に従事する者の人件費に大き

な変化はない と箆、われます。 職員給与費と して は、 これ

まで の実績を基に計上 して いま す。

動力費は農業集篠排水の経費の中で大き なウェイト

をとめています。 その中でもポンプ類が大き なウェイト

をとめます。 処ミ人数の減少に伴い、スペッ クダウンや

高効率ポンプの導入も考え られますが、 ミ転方隹の変す

や省エネ Ｖベルト の導入等大き な経費がかからないこ

とか ら実施し ます。動力費 とし ては 、こ れま での実績を

ぷに金額を計上しています。

。奈詼逖［萢、幸 日］ 」七 ［Ｘにおいて リンの吸着の為に薬剤を

用いています。この処Ｊｌ方式で実施している間は、 薬剤

費の大き な増減はあり ません。 薬剤費と して は、 これま

での実績を基に金額を計上しています。

耐用年数を籃えた機器も多く存在し、劣化による故障

等の事例も見受け られます。故障箇所の旱期見えや、オ

イル交換・グ リスアップ等のメ ンテナンスの奥施による

機器の長寿命化を図り ます。

修繕費と しては、 これまでの実績をｔに金額を牡上し

ています。継続して絶縁抵抗値の計測等も実施し、機器

の異常の哢期発えに努めます。

維持管理の作業内容は、処ミ場の処を方式や規模に影

響を受けるこ とか ら、 未改修施設の委託費について大き

な変動はないもの と推測されます。

改修整備を実施する新 日ヨ ・川 口の維持管ミ委おＥ料は新

たに算定を実施し、未改修施設の委託料は既存の算定額

を計上してい ます。

その他の委託業務については現在委託予定のを額を

計上 していま す。

特にあり ません。
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⑤資産の有効恬用 ・そ の他

特鬚な資産の有効活用 は考 えて いま せん。

７　 今後の取組方針
１

（１ ）投資の合を化

①施設・ 設備のダウンサイ ジング

人口減爆によ る排水まの減争が見七まれてお り、 将来的に施鼈の稼働率が大きく 低下

すれ ば、 排水処ミの規模に見合った施設規模 ・能力に合わせて いく 必要かお りま す。近

接する位置に処ミ揚がある場合、施℡の統廃合により 施設規模の適ｌＥ化を回る こと で投

資額を抑制できるケースも考えられます。ただし、安あに施設規模を縮小するのではな

く施設の奈裕度や安をト生 を考慮し、農業集落排水処ミシステ ムを体の再構築を 回り 、施

設・ 設備のダウンサイ ジングを進めていきます。

②性能のスペ ック ダウ ン等

施設 ・鼈備が更新時期 を彑えた場合、単にミ存施戮と 回じ性能のも のを更新する ので

はな く、 将来の排水処ミｔを踏まえた性鼈で‾覧新する込要が あり ます。

また 、消費ｔカの争ない高効率のモ ータ ーの導入や、 水中エア レー ター を用 いた処理

方式から微狒 目散気管 を用 いた処ミ方式への変戛、に より 、更新費篦の低減 と電力消費ｔ

の低減に よる 二酸化炭素の排范ｔの 削減が図れる ‾弓能性かお りま す。

③予防保をに よる適切な維持管ミ（長寿命化）

対症療法的に劣化 した箇所 を補修す る従来の事後保全に加 え、 劣化が進む前に計画的

に修繕を実施する予防保全に取 り組むこ とにより 、ＬＣＣ （ライフサイ クルコス ト）の

低減を回るこ とが㈹、来ます。 最適を備構ｔの結果を踏ま え、 適ｍに維持菅垣１を実施して
１

ｌ

いき ます。

（２ ）効率的な組織体制の構築

将来的に上水道事業と下水道事業の祖織統合を図るこ とで、双方の効率的な事業経営を目

指し ます。な お、 組織統合によ り経ｊｌ ・料金収納等 にお ける ヨルＪ事務の処ｊｌ効率が高ま るこ

とや、受付窓口の一モ元化によ って５Ｂ速かつ利便性が高いサービスの提供が‾叭能とな りぢたサ

ービスの ［ｉｌｉ］上 が期待さ れま す。

（３ ）人材の確保 ・育成

これまでの１ 人体制で は、 人材の育成を継続 して 実施する こと は濕難です。 台帳整をや、

委託している維翕管を業者によ るノ ウハウの蓄積に期待せざる を得ません。

担肖職員の資格取得や研修によ る維持管ＪＩ内容の把握により 、維持管ミ委託業者と切磋琢

磨し、最適な維持管をを目指すべきです。な下に農業集落排水事業の担鳬者が保４考 したほう

が好まし い資格を 示し ます。

・浄化槽管を士・ 浄化槽鼈備士 ・ぬ害防止管ｊｌ者（水質）・ 電気工事士
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８。 経営戦略の事後検証・ ‾を新について

経営戦略の針蕉の策定で終わり ではなく 、毎年度のを捗状疣の確覬を行 うと とも に、 ５年毎にえ直

しを実施する こと でＰＤＣＡサイクルを働かせていき ます。
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ｒ？黯゛‘ｙｒ４　 （（ Ｔ） ／（Ｖ） ｘｌ ００）
他　 会　 針　 借　 入　 ｔ　 残　 高　　 （Ｗ）

１き１　　 力　　 債　　 残　　 高　　　 （Ｘ）３ ４８ ．０７６　 ３２ ５． ８０ １　 ３０ ８，０８ ５　 ３１ ６， ６７ ８　 ３０ ０． ４６ ０　 ２７ ３， ２３ ７　 ２４ ４， ５９ ８　 ２１ ４， ９３ １　 １８ ５， １７ ２　 １５ ５， ６４３　 １２ ａ， ６５ ２　 １０ ３， ７６ ４　 Ｓ２ ，１ １４
０他会計Ｓ入金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位： 干ＦＩ） ！位：千ＦＩ）

年　　 度　　　　　 前４ 年度　 前年度
．． ．＿ ．． ．． ＿， 本年 度　 令ｉロ４　　令ｌ口５　　令ｌｎ６　　令ｉａ７　 令１１８　　令和 ９　 令加 １０　 令１口１ １　 令ｉｎ１ ２　 ｔ加 １３
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つ
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合　　　　　　計

ち

ち

基

基

準

準

内

外

縁

繰

入

入

金

金

（ま 算） （ま 算）

１８，７ ９６

９， ３５〔〕

９，４４６

２７ ，０８４

２７，０８４

０

４５，８８０

１１ ，３４３

７．３４８

３，９９５

２６，８７１

２６，６ ７５

１９６

３８，２ １４

６， ６６９

６，４９３

１７６

２６．１ ４６

２５，３ １６

８３０

３２，８ １５

１１ ，９ １８

６，００６

５，９１２

２６，１ ９３

２５，８０７

３８６

３８，１ １１

１１ ，５４０

５，５５５

５．９８５

２６，７４０

２６，４ １８

３２２

３８，２８０

１１ ，７ ９１　　 １１ ，７ ６６

５， １１ ５　　 ４， ５９２

６． ６７６　　 ７， １７４

２７ ．２２３　 ２７ ，９ ３４

２７，２２３　 ２７，９３４

０　　 （）

３９ ０１４　 ３９，７００

１１ ．７０８

４．０５８

７，６５０

２８ ，８８４

２８ ，８ ８４

０

４０，５９２

１１ ，６ １５

３，５１４

８， １０１

２８，９６９

２８．９６９

０

４０ ，５ ８４

１１ ，６０１

２，９７７

８．６２４

２８，７３３

２８．７３３

０

４０，３３４

へ１ ，５ ２９

２， ４５４

９，０７５

２６，１ ８９

２６．１ ８９

０

３７，７１８

１１ ，５ ７８　 １１ ．６ １６

１，９７２　　 １，５３５

９，６０６　 １０，０８１

２４．０７９　 ２０，８３５

２４．０７９　 ２０，８３５

０　　　０

３５，６５７　 ３２．４５１


